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　9年6ヶ月間にわたる滋賀県地球温暖化防

止活動推進員活動の中で、「食から考える温

暖化防止」をテーマに環境講座を展開（平成

21年度から25年8月までに41講座、受講者

数2238名）。幅広い県民に普及啓発すると

共に、推進員自ら考え行動する「自主的学習

グループ」の代表者として、知識向上と活動

の活性化に努めた。滋賀県地域センターの「夏

の節電プロジェクト」において、滋賀環境カ

ウンセラー協会の中心メンバーとして県民に

理解し易いガイドブック作成等に取り組ん

だ。

　平成12年度から毎年1回、横浜市内の小学

生を対象とした「環境絵日記」コンクールを

実施している。「環境絵日記」制作をとおして、

子どもたちが家族と一緒に環境問題を学んだ

り、環境活動に参加するなど、環境意識を育

んでいる。この活動に取り組んだ小学生は、

平成24年度には19,019人、13年間の延べ

人数では10万人を超えた。平成24年度から

は横浜市と連携し、他の「環境未来都市」に

も参加を呼びかけ、賛同した都市の応募作品

を含めて一堂に展示する「環境未来都市・環

境絵日記展」を開催している。また、平成

22年度からは、応募1作品につき1kg-CO2

のカーボン・オフセットを実施している。
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小学生が家族で考える環境問題！
小学生を対象とした「環境絵日記」コンクールの実施

出前講座
「食から考える温暖化防止」

環境絵日記　作品展風景

平成25年度の応募作品


